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A-8.「さくら探検隊」
南さくら保育園（宮崎県串間市） ＜5歳児＞

○気温や活動に応じて衣服を調節する。
○安全に留意しながら砂浜・岩の上を歩いたりあそ
んだりする。

○涼しい場所で休息、水分補給など自分から進んで
する。

○自分たちで捕った魚介類を料理し、
友だちと一緒に食事を楽しむ

○砂の造形を楽しむ。
○貝殻、流木、石を使
って工作する。

○歌をうたう
○感じたことを絵や身体
で表現する

○驚きや感動をことばで伝える。
○疑問に思ったことを質問する。
○図鑑や絵本などに親しみ、その面白さが
分ってイメージを豊かに広げる。

○友だちと協力
し合って探検
隊の道具を準
備し、譲り合っ
て使ったり片付
けたりする

○あいさつができる
○あそびの約束ごとを
守り友達と楽しく遊ぶ

○地域の人と触れ合う
○友だちへの思いやりを深め一緒
に喜んだり悲しんだりする

○ 身近な用具の使い方を知る
（じしゃく・水中めがね・磯のみ）

○ 海の生き物を見たり、触ったりして数・量・
形・などへの関心を深める。

○海の生き物の名前や生態を調べる
○貝、貝がらを集め、グループ分け
をする

○時間の概念を知る（簡単な
日時計を作る）

○自然事象が持つ、美しさ、
不思議さに気づく
（海水で塩を作る。
潮の満ち干に気づく
海水の温度を調べる。
風向きの観察。）

海に興味をもつ

健　康　 人
間
関
係

表
現 環

境

言　葉

『海』をテーマにした年間計画を立て、子どもたちがこの雄大な自然の不思議さや美しさに驚き、感動する心、「なぜ？
どうして？」と不思議に思い、考える心、また『生きる力を育てる』ために自分で考え行動する力をつけてもらいたい。

＜ウニ発見！＞

｢先生ウニがいるよ！｣と、潮だまりにたくさん『ムラサキ

ウニ』を発見しました。手でつかんでも、刺されることな

く安心です。しかし、『ムラサキウニ』よりも、トゲの長い

ウニを発見。図鑑で調べると、『ガンガゼ』という名前で、

毒があり危険と書いてありました。海の生き物を、今まで

は何のためらい

もなく触ってい

た子ども達でし

たが、毒があり、

危険な生き物も

いる、ということ

を学びました。

「うわぁ、このウニには目があるね。」と、『ガンガゼ』の身体

の真ん中に目を発見しました。また、よく観察すると、ウ

ニにはトゲのほかに、軟らかい足があることにも気付きま

した。『ガンガゼ』の発見から、たくさんの気付きに結びつ

きました。『ムラサキウニ』は食べる事ができるんだよと教

えてもらい、早速、磯の

みで割り味見をしまし

た。『海水で洗って食べ

るんだって｡』と一度食

べた子どもは、自分で

潮だまりから『ムラサキ

ウニ』を獲ってきては試

食しています。遊びの中で自然と、食べられる生き物と、

そうでない生き物を覚えています。

＜潮だまりに潜む様々な生き物たち＞

子ども達が海にきて、一番始めに探す生き物は『カメノ

テ』です。岩の間にはまり込んでいて、手ではなかなか獲

ることができません。そのため子ども達は磯のみという道

具を使うことになります。初めて手にしたときはどのよう

に使うのか想像もつかず、ただ『カメノテ』を上から擦るよ

うに使っていました。しかし、回数を重ねるごとに、岩と
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園バスで5分位のところにある海。近くにある自然環境は、時としてあまりにも当たり前で見過ごしてしまいがちです。

海に関わる実践は、どんなにか自然界の不思議さを子どもに感じさせることでしょうか。自分達で考え行動するという子ど

もたちの姿が見えてきます。

ポイント  

『カメノテ』の間に磯のみをはさみ込み、テコの原理のよう

に使うことを自分たちで考え、うまく獲れるようになりま

した。

できないことも、自分で

どうすればいいのか考え、

実際に試してみます。それ

を繰り返す事によって、自分

自身で身につけていきます。

人から教えられた事よりも自分で覚えていく事が、より生

きる力に繋がっていくと感じられます。『カメノテ』を見つ

けると、子ども達の興味は潮だまりの中へと移ります。ボ

ールや、バケツを片手に、『ヤドカリ』や『ニセクロナマコ』、

『ムラサキクルマナマコ』を捕まえています。｢ナマコって

ぶよぶよしてるよ｣｢お腹をおすと、おしっこするよ！｣と実

際に生き物を触って観察しています。波打ち際に『ギンカ

クラゲ』がたくさん浮いているのも発見し、観察しました。

「こんなクラゲはじめて見るよ」と半信半疑でしたが、図鑑

でこのクラゲをみつけると、｢ホントにいたね｣と、新しい

生き物にも興味を示していました。

＜台風翌日の様子＞

「見て先生！岩の色が違う

よ！」台風のあと、弓田浜を

見に行くと、いつも見なか

った岩があることに気付き、

驚きました。「この岩はどう

してでてきたの？」子ども

達は潮だまりや新しくでて

きた岩を観察しています。

前日の台風の様子を思い出

し、この岩はもしかして、大

波に運ばれてきたんじゃな

い？」「風が強かったから、

岩の上にあった砂が吹き飛ばされたんじゃない？」と自分

の思ったことを口に出し、話し合っています。台風という

自然現象で、環境が一変することを自分の目で見､より自

分たちを取り囲む環境について興味をもってきました。

＜遊んだあとは＞

自分たちで使った道具（タ

ライ、バケツ、シート等）は、

皆で力を合わせて運びます。

｢疲れた～｣と言いながらも､

「これ重たいから二人で持と

う！」と、人に任せるのでは

なく、自然に手を差し伸べる姿が見られるようになってき

ました。自分が大変な思いを体験することで、相手のこと

を想う気持ちが少しづつ芽生えてきました。

(台風前)

(台風後)

考　察
海が近いにもかかわらず、ほとんど磯遊びをしたことが

ない子どもたち。まずは海を知ることから始めました。生

き物、波の様子。好奇心いっぱいの子どもたちは、新しい

物を見つけると、抵抗なく触れて観察します。探検を重ね

るごとに、疑問に思ったことを調べたり、不思議に感じた

ことをどのように解決するか自然と身につけ、自分で考え

行動するようになりました。そして友達にも教えていく姿

が見られました。砂浜を歩くことや、岩山をよじ登ること

を通して、自分の身体を最大限に活かすことも体験できま

した。子どもたちの発見に一つ一つ共感しながら、一緒に

疑問を解決することで、新しい発見に繋がる、その喜びを

これからも子どもたちと一緒に感じ体験していきたいと思

っています。




